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PEM Installation Guide on Windows,リリース 8.2.0

Postgres Enterprise Manager(PEM)は、PostgreSQLおよび Advanced Serverデータベースサーバーを管理、
監視、およびチューニングモニタリング際に、データベース管理者、システム設計者、およびパフォーマ
ンスアナリストを支援するように設計されています。PEMは、単一のコンソールから単一サーバーまたは
マルチプルサーバーを管理およびモニタするように設計されており、監視対象データベースを完全に制御
できます。このドキュメントは、Postgres Enterprise Managerのインストールをガイドするステップバイス
テップの手順を提供します。

このガイド全体で、Postgresという用語は、PostgreSQLまたは Advanced Serverインストールのいずれか
を指します（どちらか適切な場合）。

言語パックインストーラーには、EDB Postgres Advanced Serverおよび EDB PostgreSQLデータベースイン
ストーラーで使用できるサポートされている言語が含まれています。言語パックインストーラを使用する
と、サードパーティベンダーのサポートソフトウェアをインストールせずに、Perl、TCL TK、および Python
をインストールできます。言語パックのインストールと使用の詳細については、EDB Webサイトから入手
できる ``EDB Postgres Language Pack Guide``を参照してください。
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第1章 PEM - Hardware and Software
Requirements

1.1 ハードウェアの前提条件
サーバーをモニタリング、ダッシュボードをレンダリングするときに最適なパフォーマンスを得るには、
少なくとも次のシステムに PEMをインストールすることをお勧めします。

• 4つの CPUコア

• 8ギガバイトの RAM

• 100ギガバイトのストレージ

データストレージには追加のディスクスペースが必要です。リソースの使用量は、どのプローブが定義お
よび有効化されているか、監視対象データベースのアクティビティレベルに応じて異なることにノートて
ください。サーバーリソースの監視（PEMの使用中）は、初期システム構成を拡張する必要がある場合に
通知します。

1.2 ソフトウェアの前提条件
サポートされているプラットフォームとバージョン

PEMがサポートするプラットフォームとバージョンの詳細については、次の EnterpriseDBウェブサイトし
てください。

https://www.enterprisedb.com/services-support/edb-supported-products-and-platforms#pem

** pg_hba.confファイルの変更**

pg_hba.confファイルは、Postgresサーバーの接続を管理します。各監視対象サーバー上の pg_hba.conf

ファイルが、PEMサーバー、モニタリング PEMエージェント、および PEM-HTTPDサーバーのホストか
らの接続を許可していることを保証する必要があります。

pg_hba.confファイルの変更については、PEM Administrator’s Guideを参照してください。

認証の管理に関する情報は、PostgreSQL core documentationでも入手できます。

ファイアウォールの制限

PEMコンポーネント間の通信を許可するには、ファイアウォールを調整する必要があることにノートてく
ださい。

サポートされているロケール

https://www.enterprisedb.com/services-support/edb-supported-products-and-platforms#pem
https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/pem_admin/
https://www.postgresql.org/docs/current/static/auth-pg-hba-conf.html
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現在、PEMサーバーとWebインタフェースサポートは、English(US) en_USのロケールと言語区切り文
字としてのピリオド（。）の使用をサポートしています。代替ロケール、またはピリオド以外の区切り文字
を使用すると、エラーが発生する場合があります。

4 第 1章 PEM - Hardware and Software Requirements
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第2章 PEM Architecture

Postgres Enterprise Manager（PEM）は、単一の GUIインタフェースを介してマルチプルの Postgresサー
バーをモニタおよび管理するために設計されたツール。PEMは、インフラストラクチャの次の領域をモニ
タリングできます。

!!! Note *用語 Postgresは、PostgreSQLまたは EDB Postgres Advanced Serverまたは EDB Postgres Extended
のいずれかを指します。

• ホスト-1つまたは複数のサーバー（物理的または仮想）およびそれらのオペレーティングシステム。

• サーバー-ホストで実行されている PostgreSQL または EDB Postgres Advanced Server または EDB
Postgres Extended（旧称 2nQPostgres）の 1つ以上のインスタンス。

• データベース-1つまたは複数のデータベースと、その中のスキーマオブジェクト（テーブル、イン
デックスなど）。

PEMは、多数の個々のソフトウェアコンポーネントで構成されています。個々のコンポーネントについて
以下に説明します。

• ** PEMサーバー**-PEMサーバーは、データをモニタリングするためのデータリポジトリとして、
およびエージェントとクライアントの両方が接続するサーバーとして使用されます。PEMサーバー
は、PostgreSQLのインスタンスと、モニタリングデータをストレージするための関連データベース、
およびWebサービスを提供するサーバーで構成されます。

• ** PEMエージェント**-PEMエージェントは、タスクを実行し、エージェントホストおよび監視対象
の Postgresインスタンスから PEMサーバーに統計を報告します。単一の PEMエージェントは、1つ
以上のホストに存在する Postgresのマルチプルのインストール済みインスタンスをモニタできます。

• ** PEM Webクライアント**-PEM Webインタフェースにより、Postgresサーバーを管理およびモニ
タ、PEM拡張機能を利用できます。Webインタフェースソフトウェアは PEMサーバーとともにイ
ンストールされ、サポートされているWebブラウザーを介してアクセスされます。

• ** SQL Profiler **- SQL Profilerは、PEMの SQL Profilerツールで分析されるモニタリングデータと
クエリープランをレコードする Postgresサーバープラグインです。これは PEMのオプショナルコン
ポーネントですが、SQLプロファイラーツールを使用する Postgresの各インスタンスにプラグインを
インストールする必要があります。SQLプロファイラーは、 PostgreSQLサーバーまたは Advanced
Server（PEMサーバーで管理されているものだけでなく）の EDBディストリビューションのサポート
されているバージョンで使用できます。詳細およびサポートされているバージョンについては、PEM
SQL Profiler Guideを参照してください。

** PEMアーキテクチャ**

次のアーキテクチャ図は、PEMサーバー、クライアント、管理対象および非管理対象の Postgresサーバー
間の関係を示しています。

https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/pem_sqlprofiler/
https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/pem_sqlprofiler/
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図 1: PEM Architecture

2.1 PEMサーバー
PEMサーバは Postgresの、クライアントにWebサービスを提供するApacheウェブサーバのインスタンス、
および PEMエージェントのインスタンスで構成されています。PEMは、サーバサイドの暗号化プラグイ
ンを使用して認証証明書を生成します。

Postgresのインスタンス（データベースサーバ）と Apacheウェブサーバ（HTTPD）のインスタンスは、同
じホスト上または別のホスト上にあってもよいです。

• ** Postgresインスタンス（データベースサーバー）-これはバックエンドデータベースサーバです。
PEMサーバーのリポジトリとして機能する pem名前付けのデータベースをホストします。 pem **
データベースには、監視対象の各ホスト、サーバー、およびデータベースから収集されたメトリック
データを格納するいくつかのスキーマが含まれています。

• ** pem **-このスキーマは、PEMアプリケーションのコアです。アプリケーションに必要な構成関
数、テーブル、またはビューの定義が含まれています。

• ** pemdata **-このスキーマには、監視対象データの現在の snapshotが格納されます。

• ** pemhistory **-このスキーマには、監視対象の履歴データが格納されます。

• ** Apache Web Server（HTTPD）**-PEM Webアプリケーションは、HTTPDを使用してWSGIアプ
リケーションとしてデプロイされ、クライアントにWebサービスを提供します。次のもので構成さ
れます。

• ** Webコンテンツプレゼンテーション**-プレゼンテーションレイヤーはWebアプリケーションに
よって作成されます（例、ブラウザ、ログインページ、..）。

6 第 2章 PEM Architecture
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図 2: PEM Server

2.1. PEMサーバー 7
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• ** REST API**-REST APIを使用すると、他のアプリやサービスと統合できます。

• データベースサーバーの管理/管理-データベースサーバーの管理と、CREATE、ALTER、DROPなど
の管理アクティビティは、管理対象サーバーおよび非管理対象サーバーに対して実行できます。

• ダッシュボード/チャート生成-内部的に、Webアプリケーションにはダッシュボードとチャートを生
成する機能が含まれています。

• 管理ツール-Audit Manager、Capacity Manager、Log Manager、Postgres Expert、Postgres Log Analysis
Expert、Tuning WizardがWebアプリケーションで利用可能になりました。

• その他のツールは、管理対象サーバーまたは非管理対象サーバーで機能を提供します。

• ** SQL Profiler UIの統合**- SQL Profilerは、簡単に分析されたセッションコンテンツのトレースを
生成します。

• クエリエディタ/データビュー-クエリエディタを使用すると、データをクエリー、編集、およびビュー
ます。

• デバッガ-デバッガはクエリのデバッグに役立ちます。

• パフォーマンス診断-パフォーマンス診断は、Postgresインスタンスのパフォーマンス分析にヘルプ
ます。

PEMバックエンドデータベースの稼動インスタンスをホストするには、専用のマシンを使用することをお
勧めします。ホストは、監視されているデータベースサーバーの数とサーバーが処理しているワークロー
ドに応じて、高レベルのデータスループットのサブジェクト場合があります。

2.2 PEMエージェント

図 3: PEM Agent

PEMエージェントは、マシンとオペレーティングシステム、およびバインドされている各 Postgresインス
タンスからのモニタリングデータの収集を担当します。各 PEMエージェントは、1台の物理的または仮想
マシンをモニタし、局所的にマルチプルデータベース・サーバをモニタリングすることが可能であること
ができる-リモート同じシステムにインストールされ、又は-他のシステム上にインストール。また、ユーザ
（例、サーバーのシャットダウン、SQLプロファイラトレース、ユーザーが定義したジョブ）によってスケ
ジュールすることができる他のタスクを実行する責任があります。

8 第 2章 PEM Architecture
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PEMエージェントは、PEMサーバーのインストールとともに PEMサーバーにデフォルトでインストー
ルされます。通常、PEMホスト上の PEMエージェントと呼ばれます。別に、PEMを使用して監視する
Postgresインスタンスをホスティングする他のサーバーに PEMエージェントをインストールすることもで
きます。

ローカルで監視するかリモートでモニタリングかにかかわらず、PEMエージェントは、SSL証明書ベー
スの認証を使用して、PostgreSQLの libpqを使用して PEMサーバーに接続します。Windowsの PEMエー
ジェントインストーラと Linuxの pemworker CLIは、各エージェントを PEMサーバーに登録し、必要な
証明書を生成およびインストールします。

PEMエージェントと PEM Serverの間の唯一の一方通行があることにノートしてください。PEMエージェ
ントは常に PEMサーバーに接続します。

PEMエージェントは、監視する各データベースサーバに接続できる必要があります。この接続は TCP / IP
接続（またはオプションで Unixホストの Unixドメインソケット）を介して行われ、オプションで SSLを
使用できます。ユーザは、監視対象サーバーへの接続と認証を構成する必要があります。

構成が完了すると、各エージェントは、ホストと、監視対象の各データベースサーバとデータベースに関
する統計情報やその他の情報を収集します。各情報はメトリックと呼ばれ、プローブによって収集されま
す。ほとんどのプローブは、効率のために一度にマルチプルのメトリックを収集します。収集されるメト
リックの例は次のとおりです。

• ディスク I / O統計

• ネットワーク統計

• データベースサーババージョン文字列

• データベースサーバー構成オプション（GUC）値

• テーブルアクセス統計

• テーブルとインデックスのサイズ

PEMプローブのリストは hereにあります。

デフォルトでは、データベースサーバにバインドされた PEMエージェントはOS /データベースモニタリン
グ統計を収集し、その特定のデータベースサーバのスケジュールされたタスク/ジョブを実行し、PEMサー
バーの pemデータベースにデータを保存します。

アラート処理、SNMP / SMTPスプーラー、および Nagiosスプーラーデータは、PEMサーバー上の pem

データベースに格納され、デフォルトで PEMホスト上の PEMエージェントによって処理されます。た
だし、PEMエージェントの SNMP / SMTPおよび Nagiosパラメーターを調整することにより、他の PEM
エージェントによる処理を有効にできます。

これらのパラメーターの詳細については、Server Configurationを参照してください。

2.2. PEMエージェント 9
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2.3 PEM Webクライアント
PEMクライアントは、サポートされているブラウザーで実行されるWebベースのアプリケーションです。
クライアントのWebインタフェースは PEMサーバーに接続し、管理対象サーバーまたは管理対象外サー
バー、およびそれらに存在するデータベースとスキーマを直接管理できます。

クライアントでは、ダッシュボード、 Postgres Log Analysis Expert、Capacity Managerなどの機能を介して
サーバーに記録されたデータを利用する PEM機能を使用できます。

2.4 SQLプロファイラープラグイン
あなたは、すべてのサーバー上の SQLプロファイラプラグインをインストールする必要はありませんが、
あなたは、SQLプロファイラを使用したい各サーバー上のプラグインをインストールして設定する必要が
あります。監視されていない開発サーバーに SQLプロファイラーをインストールして構成することもでき
ます。アドホック使用の場合も、SQL Profilerプラグインを一時的にインストールできます。

プラグインは EDB Postgres Advanced Serverディストリビューションとともにインストールされますが、
PostgreSQLで使用するには別途インストールする必要があります。 SQL Profilerインストーラは、EDB
websiteから入手できます。

SQL Profilerは、PEMで管理されていないサーバーで使用できますが、スケジュールされたトレースを実
行するには、サーバーにプラグインをインストールし、インストールおよび構成済みの PEMエージェント
で管理する必要があります。

SQLプロファイラの使用の詳細については、PEM SQL Profiler Guideを参照してください。

10 第 2章 PEM Architecture

https://www.enterprisedb.com/downloads/edb-postgres-enterprise-manager
https://www.enterprisedb.com/downloads/edb-postgres-enterprise-manager
https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/pem_sqlprofiler/


11

第3章 Installing Postgres Enterprise Manager

</ div>

Windows用の PEMサーバーグラフィカルインストーラは、PEMサーバー、PEMエージェント、および選
択したブラウザーで PEM Webインタフェースに接続するために必要なソフトウェアをインストールおよ
び構成します。

PEMサーバーは、Postgresインストールおよびバッキングデータベースを使用してデータを管理します。
インストーラーを使用して PEMサーバーをインストールする際に、pemバッキングデータベースが作成イ
ンストーラます。

PEMサーバーのグラフィカルインストーラの使用に関する詳細については、Installing the PEM Server on
Windowsを参照してください。

Windows用の PEMエージェントグラフィカルインストーラは、PEMエージェントをインストールして登
録します。PEMサーバーと共にインストールされる PEMエージェントは、同じホストまたはリモートホス
トにあるマルチプルのサーバーをモニタリングできます。リモートエージェントによって監視されるサー
バー上の PEM機能が制限される場合があることにノートしてください。

PEMエージェントのグラフィカルインストーラの使用に関する詳細については、Installing a PEM Agent on
Windowsを参照してください。

インストール_pem_server_on_windows設定_2fa_authenticationインストール_pem_agent_on_windows

</ div>





13

第4章 Configuring the PEM Server to use
Two-Factor Authentication

!!! Tip“New Feature” * Two-Factor Authentication（2FA）サポートは、PEM 8.2.0以降で使用できます。

• PEMは 2FAの 2つの方法をサポートしています。

– -メール認証-オーセンティケーターアプリ（例：Googleオーセンティケーター）

2FAを有効にするには、config_local.pyファイルに config.pyファイルからこれらの設定をコピーし
て、次のパラメータを変更することができます。

Parameter Description
MFA_ENABLEDこれを trueに設定して、2要素認証を有効にします。デフォルト値は falseです。
MFA_FORCE_
REGISTRA-
TION

これを true に設定して、ログインに 2要素認証方法を強制的に登録するようにユー
ザーに依頼します。デフォルト値は falseです。

MFA_SUPPO
RTED_METHODS

電子メール認証メソッドを使用するには emailに設定し（メールでワンタイムコードを
メール）、TOTPベースのアプリケーション認証メソッドを使用するにはauthenticator

に設定します。
MFA_E
MAIL_SUBJECT

これをメール認証のメールのサブジェクトに設定します。デフォルト値は<APP_NAME>

- Verification Codeです。

＃メールサーバーの構成

メール認証メソッドを使用するには、メールサーバー設定を構成する必要があります。

PEMサーバーは、PEM構成に保存されている SMTP構成または Flask-Mailを使用して、メールを送信で
きます。

PEM 構成から内部 SMTP 構成を使用してメール検証コードを送信するには、パラメータ
MAIL_USE_PEM_INTERNAL を True に設定します。False に設定した場合、次のメール構成を使用し
て、ユーザが指定したメールアドレスでコードを送信します。

• MAIL_SERVER =’ローカルホスト’

• MAIL_PORT = 25

• MAIL_USE_TLS = False

• MAIL_USE_SSL = False

• MAIL_USERNAME =なし

• MAIL_PASSWORD =なし
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• MAIL_DEFAULT_SENDER =なし

これらの構成の詳細については、Flask-Mail documentationを参照してください。

14 第 4章 Configuring the PEM Server to use Two-Factor Authentication
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各 PEMインストールの中心にあるのはサーバーです。稼動では、サーバは通常、Postgresのラージのサー
バーや忙しいサーバの少ない数をモニタリングし、専用マシンとなります。

PEMサーバーバックエンドデータベースは、 PostgreSQLまたは Advanced Serverデータベースサーバの
EnterpriseDBディストリビューション、または別のソースからインストールされた既存の Postgresサーバー
です。Postgresバックエンドデータベースサーバはバージョン 11以降である必要があり、PEMサーバーが
リポジトリとして使用する pem名前付けのデータベースが含まれます。

• 既存の Postgresサーバーを使用して PEMサーバーをホストする場合、PEMサーバーのインストーラ
は Postgresホストに pemデータベースを作成できます。既存のサーバーを使用する場合は、ソフト
ウェアの前提条件を手動で満たす必要があります。

– 既存の Postgresサーバーを使用して PEMサーバーバックエンドデータベースをホストする方法
の詳細については、Installing the PEM Server on an Existing Postgres Server セクションを参照し
てください。

Postgresの既存のインストールを PEMサーバホストとして使用したくない場合、PEMサーバーインストー
ラは PostgreSQLをインストールし、サーバーホストのソフトウェア前提条件を満たし、pemを含むインス
タンス（PostgreSQLデータベースクラスタ）を作成できます。データベースこれは最も単純な PEMサー
バーのインストールオプションです。

• PEM-HTTPDは、PEMサーバーインストーラまたは StackBuilderユーティリティを使用して Postgres
のインストールに使用できます。PEM-HTTPDがすでにホストにインストールされている場合、PEM
サーバーインストーラは必要に応じて既存のインストールを確認および更新します。PEMサーバホ
ストに既存の PEM-HTTPDインストールが含まれていない場合、PEMサーバーインストーラはそれ
を追加します。

• PEMサーバーをインストールする前に、PostgreSQLと PEM-HTTPDを同じホストか、別々のホスト
で実行するかを決定する必要があります。PostgreSQLデータベースサーバと PEM-HTTPDを異なる
ホストで実行する場合は、Installing the PEM Server and PEM-HTTPD on Separate Hostsセクションで
説明されているように、各ホストで 1回ずつ、PEMサーバーインストーラを 2回実行する必要があ
ります。

PEMサーバーインストーラは、PEM Webインタフェース経由でサーバーにアクセスするために必要なソ
フトウェアもインストールします。サポートされているバージョンのブラウザーでWebインタフェースに
アクセスできます。

Webインタフェースを使用して、監視対象サーバーにあるオブジェクトに関する情報を確認したり、監視
対象サーバーにあるデータベースとデータベースオブジェクトを管理したり、PEMサーバーによって収集
された統計情報を確認したりできます。

!!! Note * SSL証明書を使用している場合は、すべての SSL証明書がバックエンドデータベースサーバの
データディレクトリ内にあるmakeを確認してください。証明書がデータディレクトリ内にない場合、PEM
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図 1: The PEM web interface

サーバーの構成中にデータディレクトリを検索するため、PEMサーバーの構成が失敗する場合があります。

5.1 PEMサーバーとPEM-HTTPDを同じホストにインストールする
最も簡単な PEMサーバーのインストール構成は、PEMバックエンドデータベースサーバ（PEMサーバー
インストーラされた PostgreSQLデータベースでホストされる）と、同じホストにある PEM-HTTPDサー
ビスで構成されます。この構成では、PEMサーバーインストーラは、バックエンドホストがサービスを登
録するための前提条件のソフトウェアを提供します（Windows）。

Windowsシステムで PEMサーバーインストーラを起動するには、インストーラアイコンを右クリックし
て、Run as Administratorを選択します。インストーラは Welcomeダイアログます。

[Next]をクリックして、License Agreementダイアログに進みます。

適切なラジオボタンをハイライトて契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。
[Next]をクリックして、Installation Directoryダイアログに進みます。

Installation Directoryダイアログを使用して、PEMサーバーの場所を指定します。

• デフォルトでは、PEMサーバーはWindowsの C:\Program Files\edb\pemにインストールされま
す。デフォルトの場所を受け入れるか、Installation Directoryボタンを使用してブラウザダイ
アログを開き、PEMサーバーをインストールするディレクトリを選択します。

• 利用 Advanced optionsダイアログを開くには、インストーラに指示する Show advanced options

チェックボックスをオンにします。

• 異なるホストに Postgresデータベースサーバと PEM-HTTPDをインストールする場合、または PEM
サーバーを既存の Postgresサーバーインストールに常駐させる場合は、Advanced optionsダイアロ

16 第 5章 Installing the PEM Server on Windows
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図 2: PEM Server Wizard - Welcome dialog

図 3: PEM Server Wizard - License Agreement dialog

5.1. PEMサーバーと PEM-HTTPDを同じホストにインストールする 17
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図 4: PEM Server Wizard - Installation directory dialog

グを使用します。

インストーラと PEM-HTTPDでパッケージ化された PostgreSQLサーバーを同じホストにインストールす
るには、Show advanced optionsボックスをオフのままにして、Nextをクリックします。

PEMサーバーインストーラは、PEM-HTTPD、言語パック、および PostgreSQL 13のインストール前チェッ
クを実行します。インストーラがこれらのパッケージソフトを見つけられない場合、Dependency missing

ダイアログで通知されます。

!!! Note *デフォルトでは、 EDB Language Packは C:\edb\languagepack\v1にインストールされます。

依存関係が欠落している場合、PEMサーバーインストーラはそれぞれのインストールウィザードを起動し
ます。各パッケージのインストールウィザードに表示される画面上の指示に従います。

不足している依存関係をインストールした後、Database Server Installation Detailsダイアログを
表示してインストールプロセスを続行します。

Database Server Installation Details ダイアログで提供される情報により、インストーラは Post-
greSQLサーバーに接続できます。データベーススーパーユーザの User nameおよび Passwordを指定し
ます。要求された情報を提供した後、Nextをクリックして pemAgent Service Accountダイアログに進
みます。

Postgresデータベーススーパーユーザの名前とパスワードを入力すると、PEMエージェントを実行するユー
ザアカウントのパスワードを求められる場合があります。プロンプトが表示されたら、パスワード、Next

を押して Network Detailsダイアログに進みます。

18 第 5章 Installing the PEM Server on Windows
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図 5: PEM Server Wizard - Dependencies check dialog

図 6: PEM Server Wizard - Database Server Installation details dialog

5.1. PEMサーバーと PEM-HTTPDを同じホストにインストールする 19
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図 7: PEM Server Wizard - pemAgent Service Account Password dialog

図 8: Supply the network address from which the agent will connect
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Network Detailsダイアログを使用して、PEMエージェントがサーバーに接続する CIDRスタイルのネッ
トワークアドレス（クライアント側アドレス）を指定します。

ネットワークホストのアドレス、またはネットワークアドレスレンジを指定できます。あなたがアドレス
192.168.10.23、192.168.10.76と 192.168.10.184でデータベースサーバをモニタしたい場合、その
ネットワーク内のホストとの接続を許可するように 192.168.10.0/24を入力します。

指定されたアドレスは、サーバーの pg_hba.confファイルに追加されます。必要に応じて、初期エント
リーをテンプレートとして使用して、PostgreSQLサーバー上の pg_hba.confファイルにエントリを手動
で追加することにより、追加のネットワークアドレスを指定できます。

Network addressを追加したら、Nextをクリックして Agent Detailsダイアログに進みます。

PEM サーバーインストーラは、サーバーが存在するホストに PEM エージェントをインストールして、
サーバーをモニタ、アラート処理およびガベージコレクションサービスを提供します。証明書は、Agent

certificate pathフィールドで指定された場所にもインストールされます。

代替の説明を入力するか、PEMエージェントの代替エージェント証明書パスを選択するか、デフォルトを
受け入れます。[Next]をクリックして、Ready to Installダイアログに進みます。

図 9: PEM Server Wizard - Ready to Install dialog

これで、ウィザードで PEMサーバーをインストールする準備ができました。

Backをクリックして以前に選択したオプションを変更するか、Nextをクリックしてインストールを続行
します。

インストールプロセス中に、インストーラはファイルをシステムにコピーし、PEMの実行に必要なデー
タベースとWebサービスをセットアップします。インストールが完了すると、Webサービスが構成され、

5.1. PEMサーバーと PEM-HTTPDを同じホストにインストールする 21
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図 10: PEM Server Wizard - Installation in progress

ポート 8443でリッスンしていること、および pemデータベースが作成および構成されたことを確認する
ポップアップダイアログが開きます。

OKをクリックして、Webサービスが構成されたこと、および pemデータベースが作成されたことを確認
し、Completed…ダイアログに進みます。

5.2 PEMサーバーとPEM-HTTPDを別々のホストにインストールする
PEMサーバーバックエンドデータベースと PEM-HTTPDに別々のホストを使用するには、次の手順を実
行する必要があります。

1. pemデータベースを含む Postgresサーバーのホストで PEMサーバーインストーラを起動します。イ
ンストール中に、Advanced optionsダイアログで Databaseオプションを選択し、Postgresサーバー
の接続情報を指定します。PEM サーバー（および pem データベース）が存在する Postgres インス
トールの pg_hba.confファイルを変更し、PEM-HTTPDサーバーのホストからの接続を許可します。
PEM-HTTPDサーバーのホストで PEMサーバーインストーラを起動し、Installation Typeダイ
アログで Web Servicesオプションを選択します。

Windowsシステムで PEMサーバーインストーラを起動するには、インストーラアイコンを右クリックし
て、Run as Administratorを選択します。インストーラは Welcomeダイアログます。

[Next]をクリックして、License Agreementダイアログに進みます。

22 第 5章 Installing the PEM Server on Windows
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図 11: PEM Server Wizard - pem database created

図 12: PEM server Wizard - Installation Finish dialog

5.2. PEMサーバーと PEM-HTTPDを別々のホストにインストールする 23
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図 13: PEM Server Wizard - Welcome dialog

図 14: PEM Server Wizard - License Agreement dialog
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適切なラジオボタンをハイライトて契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。
Nextをクリックして続行します。

図 15: PEM Server Wizard - Installation Directory dialog

Installation Directoryダイアログ上の利用分野 PEMサーバが存在するディレクトリを指定すると、
Advanced optionsダイアログにアクセスするには：

• デフォルトでは、PEMサーバーはWindowsの C:\Program Files\edb\pemにインストールされま
す。デフォルトの場所を受け入れるか、Installation Directoryフィールドを使用してブラウザ
ダイアログを開き、PEMサーバーをインストールするディレクトリを選択します。

• PEMサーバーと PEM-HTTPDを別々のホストにインストールするには、Advanced optionsダイア
ログを使用してインストールタイプ（Web Servicesまたは Database）を指定する必要があります。
[Show advanced options] チェックボックスをオンにして、インストールプロセスに [ Advanced
options ]ダイアログを含めるようインストーラに指示します。

[Next]をクリックして、Advanced Optionsダイアログに進みます。

Advanced optionsダイアログのラジオボタンを使用して、インストールするコンポーネントを指定します。

• Web Services and Databaseを選択して、Postgresサーバーと PEM-HTTPDの両方が現在のホス
トに存在することを示します。Web Services and Databaseオプションを選択すると、PEMサー
バーインストーラにより、PEM-HTTPDインストールをチェックする前に、PEMサーバーに使用す
る Postgresサーバーを指定できます。

• Web Servicesを選択して PEM-HTTPDを現在のホストにインストールし、別のホストにある Postgres
データベースサーバを使用して PEMサーバーと pemデータベースをホストします。

5.2. PEMサーバーと PEM-HTTPDを別々のホストにインストールする 25
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図 16: PEM Server Wizard - Advanced Options dialog

!!! Note * PEMサーバー（および pemバックエンドデータベース）のホストで PEMサーバーのインストー
ルプロセスを完了し、Advanced optionsダイアログで Databaseを選択し、Web Servicesオプションを
使用して Pedサーバーの pg_hba.confファイルの接続プロパティを変更必要があります PEM-HTTPD。

このオプションは、Installing Web Servicesセクションに記載されているインストール手順を呼び出します。

• Database を選択して、既存の Postgres サーバー（バージョン 11 以降）を使用するか、PEM サー
バーインストーラで配布されるデータベースサーバのみをインストールします。このオプションは、
Specifying a Database Hostに記載されているインストール手順を呼び出します。

インストールオプションを選択したら、Nextをクリックして続行します。

5.2.1 データベースホストの指定

Advanced optionsダイアログで Databaseオプションを選択すると、PEMサーバーバックエンドデータ
ベース（pem名前付け名前）が常駐するホストの接続情報を指定できます。

[Next]をクリックして、Database Server Selectionダイアログに進みます。

Database Server Selection ダイアログのドロップダウンリストボックスを使用して、PEM サーバー
バックエンドデータベースのホストを選択します。次のことができます。

• 現在のホストにある既存の Postgresインストールからホストを選択します。

!!! Note *インストールに sslutilsパッケージを追加する必要がある場合があります。
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図 17: PEM Server Wizard - Advanced options - select database dialog

図 18: Selecting a database server

5.2. PEMサーバーと PEM-HTTPDを別々のホストにインストールする 27
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• PostgreSQL xオプションを選択して、PEMサーバーインストーラで配布される Postgresサーバー
をインストールします。xは PostgreSQLデータベースサーバのバージョンです。PEMサーバーイン
ストーラにバンドルされている PostgreSQLのバージョンを使用する場合は、EnterpriseDBのワンク
リック PostgreSQLインストーラが開き、インストール手順が示されインストール。

• Other Database Serverを選択して、EnterpriseDBのワンクリックグラフィカルインストーラを使
用してインストールされなかった Postgresサーバーの接続情報を指定します。PEMサーバーデータ
ベースホストのソフトウェアの前提条件については、Preparing the Postgres Serverセクションを参照
してください。

Nextをクリックして続行します。

PEM サーバーが既存の Postgres サーバーに常駐する場合、図に示す Database Server Installation

Detailsダイアログが開きます。

図 19: PEM Server Wizard - Database Server Installation Details dialog

Database Server Installation Detailsダイアログで必要な情報は異なる場合があります。PEMサー
バーのインストーラは、選択したインストールに関する情報のみを提供するように求めます。

• Userフィールドに Postgresデータベーススーパーユーザの名前を指定します。

• Passwordフィールドでそのユーザに関連付けられているパスワードを指定します。

Nextをクリックして続行します。

プロンプトが表示されたら、PEMエージェントを実行するサービスアカウントのシステムパスワードし
ます。
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図 20: PEM Server Wizard - PEM Agent Service Account Password

Nextをクリックして、Network Detailsダイアログに進みます。

Network Detailsダイアログを使用して、PEMエージェントがサーバーに接続するCIDRスタイルのネット
ワークアドレス（client-sideアドレス）を指定します。指定されたアドレスは、サーバーの pg_hba.conf

ファイルに追加されます。

!!! Note * PostgreSQLサーバー上の pg_hba.confファイルにエントリを手動で追加することにより、追加
のネットワークアドレスを指定できます。

デフォルト（ローカルホストを指定）を受け入れるか、Network addressレンジを指定し、Nextをクリッ
クして Agent Detailsダイアログに進みます。

PEM サーバーインストーラは、サーバーが存在するホストに PEM エージェントをインストールして、
サーバーをモニタ、アラート処理およびガベージコレクションサービスを提供します。証明書は、Agent

certificate pathフィールドで指定された場所にもインストールされます。

PEMエージェントの代替説明または代替エージェント証明書パスを入力するか、デフォルトを受け入れる
ことができます。Nextをクリックして続行します。

これで、ウィザードで PEMサーバーをインストールする準備ができました。Backをクリックして以前に
選択したオプションを変更するか、Nextをクリックしてインストールを続行します。

インストールプロセス中に、インストーラはファイルをシステムにコピーし、PEMサーバーのバックエン
ドデータベースをセットアップします。pemデータベースが作成および構成されたことを確認するポップ
アップダイアログが開きます。

5.2. PEMサーバーと PEM-HTTPDを別々のホストにインストールする 29



PEM Installation Guide on Windows,リリース 8.2.0

図 21: PEM Server Wizard - Network Details dialog

図 22: PEM Server Wizard - Ready to Install dialog
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図 23: PEM Server Wizard - Installation in progress

図 24: PEM Server Wizard - pem database created
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OKをクリックして、pemデータベースが作成されたことを確認し、Completed…ダイアログに進みます。

図 25: PEM server Wizard - Finish Installation dialog

PEMサーバーのインストールのデータベース部分が完了したら、別のホストで PEMサーバーを呼び出し
て、PEM-HTTPDをインストール（またはアップグレード。

5.2.2 Webサービスをインストールする

Advanced optionsダイアログで Web Servicesラジオボタンを選択すると、PEMサーバーインストーラ
に、現在のホストに PEM-HTTPDをインストールするか、既存の PEM-HTTPDインストールを更新するよ
うに指示します。

!!! Note *現在のホストのバッキングデータベースのホストではないかもしれません。

このオプションを選択する前に、次のものが必要です。

• ホストシステムへの PEMサーバーインストーラのインストールを完了しました。その間に、PEM
サーバーのバッキングデータベースを指定しました。

• PEMサーバーデータベースホスト上の pg_hba.confファイルを変更して、PEM-HTTPDホストから
の接続を許可し、データベースサーバを再起動しました。

Web Servicesオプションを選択して Nextをクリックすると、PEMサーバーインストーラは既存のホス
トで既存の PEM-HTTPDおよび LanguagePackのインストールを確認します。
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図 26: PEM Server Wizard - Advanced Options - Web Services option

インストーラーがコンポーネントを見つけられない場合、インストーラは 1つ以上の依存関係が欠落して
インストーラことを通知します。

Nextをクリックして、LanguagePackをインストールするようサーバーに指示します

言語パックのインストール後、インストーラは PEM-HTTPDセットアップウィザードを起動します。

PEM-HTTPD Setup Wizardの画面上の指示に従います。ウィザードがインストールを完了したら、Finish
をクリックして Database Server Installation Detailsダイアログを開きます。

Database Server Installation Details ダイアログのフィールドを使用して、PEM サーバーインス
トールをホスティングている Postgresインストールの接続情報を提供します。

• Hostフィールドに PEMサーバホストの名前または IPアドレスを入力します。

• Postgresのサーバが Portフィールドにリスンするポート番号を入力します。

• Userフィールドに Postgresデータベーススーパーユーザの名前を入力します。

• Passwordフィールドに Postgresスーパーユーザに関連付けられたパスワードを入力します。

Nextをクリックして続行します。PEMサーバーのインストールを完了する前に、インストーラはデータ
ベースホストに接続します。PEMデータベースホスト上の pg_hba.confファイルは、httpdサーバーのホ
ストからの接続を受け入れるように構成する必要があり、ファイアウォールはインストールを続行するた
めに接続を許可する必要があります。PEMサーバーインストーラは、PEMサーバーのインストールを完
了し、PEM-HTTPDサーバーのホストに存在する必要があるアイテムのみを追加します。
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図 27: PEM Server Wizard - Missing dependencies dialog

図 28: PEM Server Wizard - Installing LanguagePack
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図 29: PEM Server Wizard - Installing PEM-HTTPD wizard

図 30: PEM Server Wizard - Database Server Installation Details dialog
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5.3 既存のPostgresサーバーへのPEMサーバーのインストール
既存の Postgresサーバー（バージョン 11以降）を使用して、PEMサーバーと pemデータベースをホスト
できます。Postgresインストーラーと前提条件のソフトウェア拡張機能は、EnterpriseDB websiteで無料で
入手できます。

このセクションでは、PEMサーバーのインストール用に既存の Postgresサーバーを構成する方法について
説明します。

!!! Note *以下の手順は、ガイドラインのみと見なされる必要があります。Postgresインストールの構成に
必要な実際の手順は、Postgresサーバーの構成によって異なります。

次のバージョンの Postgresは、sslutils拡張機能とサービススクリプトを含むように事前設定されていま
す。次のバージョンの Postgresを PEMバックエンドデータベースサーバとして使用するために、追加の準
備は必要ありません。

PostgreSQL 11以降（PEMサーバーインストーラにバンドル） Advanced Server 11以降

5.3.1 Postgresサーバーの準備

PEMサーバーを既存の Postgresサーバーにインストールする前に、以下を行う必要があります。

• Postgresのサーバが sslutilsエクステンションのインストールが含まれていることを確認してくだ
さい。詳細については、Installing the sslutils Extensionセクションを参照してください。

• サーバーをWindowsサービスマネージャに登録します。詳細については、Registering the Serviceセ
クションを参照してください。

サーバーを準備したら、PEMサーバーインストーラを使用して、既存の Postgresサーバーに PEMをイン
ストールできます。

5.3.2 sslutils拡張機能のインストール

PEM サーバーが常駐する Postgres サーバーには、sslutils 拡張機能が含まれている必要があります。
sslutilsパッケージは、EDB websiteから無料でダウンロード。

Webページが開いたら、SRC- SSL Utils 1.3パッケージのリンクを選択します。ダウンロードが完了し
たら、ファイルを抽出し、Postgresインストレーションディレクトリにコピーします。

要確認：次の Postgresインストールを使用する場合、sslutils拡張機能を手動で追加する必要はありま
せん。

PostgreSQL 9.6以降（PEMサーバーインストーラで配布） Advanced Server 9.6以降

sslutilsは、バックエンドの Postgresインストールのコンパイルに使用されたのと同じコンパイラでビ
ルドする必要があります。PostgreSQLワンクリックインストーラ（ EnterpriseDBから）または Advanced
Server インストーラを使用して Windows プラットフォームにインストールされたバックエンド Postgres
データベースを使用している場合、Visual Studioを使用して sslutilsをビルドする必要があります。
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インストールプロセスの具体的な詳細はプラットフォームとコンパイラによって異なりますが、基本的な
手順は同じです。あなたがする必要があります：

1. sslutilsパッケージを Postgresインストレーションディレクトリにコピーします。

2.適切なコンパイラのコマンドラインを開き、sslutilsディレクトリに移動します。

3.次のコマンドを使用して、sslutilsをビルドします。

* SET USE_PGXS=1

* SET GETTEXTPATH=<path_to_gettext>

* SET OPENSSLPATH=<path_to_openssl>

* SET PGPATH=<path_to_pg_installation_dir>

* SET ARCH=x86

* REM Set ARCH x64 for 64 bit

* msbuild sslutils.proj /p:Configuration=Release

• どこで：

• path_to_gettextは、GETTEXTライブラリとヘッダーファイルの場所を指定します。

• path_to_opensslは、opensslライブラリとヘッダーファイルの場所を指定します。

• path_to_pg_installation_dirは、Postgresインストールの場所を指定します。

4.コンパイルされた sslutilsファイルをインストールに適したディレクトリにコピーします。sslutils

ディレクトリには、次のファイルが含まれます。

* sslutils--1.3.sql

* sslutils--unpackaged--1.3.sql

* sslutils--pemagent.sql.in

* sslutils.dll

• .dllライブラリと.sqlファイルを所定の場所にコピーします。

* COPY sslutils*.sql* "%PGPATH%\share\extension\"

* COPY sslutils.dll "%PGPATH%\lib\"

5.3.3 サービスの登録

EnterpriseDBのインストーラを使用して PostgreSQLまたは Advanced Serverデータベースをインストール
すると、インストーラがサービスを登録します。

Windowsを使用して PEMバックエンドデータベースをホストする場合、Postgresサーバーの名前をWindows
サービスマネージャに登録する必要があります。EnterpriseDBインストーラを使用して作成された Postgres
サーバーを使用している場合、サービスは自動的に登録されます。インストールを手動でビルドする場合
は、Postgres pg_ctlコマンドの register句を使用してサービスを登録できます。コマンドの構文は次の
構文です。
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pg_ctl register [-N <service_name>] [-U <user_name>]

| [-P <password>] [-D <data_directory>]

どこで：

service nameは、 Postgresクラスターの名前を指定します。

user_nameは、Postgresインストレーションディレクトリにアクセスして Postgresサービスをスタートす
るのに十分な権限を持つオペレーティングシステムユーザの名前を指定します。

passwordは、ユーザに関連付けられたオペレーティングシステムのパスワードを指定します。

data_directoryは、 Postgresデータディレクトリの場所を指定します。

pg_ctlコマンドおよび使用可能なコマンドオプションの詳細については、

Postgres core documentation

5.3.4 PEMサーバーインストーラーの呼び出し

既存の Postgresサーバーを準備した後、PEMサーバーインストーラを起動します。管理者権限を想定し、
インストーラが含まれるディレクトリに移動します。次に、次のコマンドを使用してインストーラを起動
します。

pem_server-7.<x>.<x>-<x>-<platform>

ここで、* x *は PEMのメジャーバージョンとマイナーバージョンであり、プラットフォームはプラット
フォーム。

インストーラは Welcomeダイアログます。

[Next]をクリックして、License Agreementダイアログに進みます。

適切なラジオボタンをハイライトて契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。
Nextをクリックして、Installation Directoryダイアログに進みます。

Installation Directoryダイアログを使用して PEMサーバーの場所を指定し、Advanced optionsダ
イアログにアクセスします。

• Installation Directoryフィールドを使用してブラウザダイアログを開き、PEMサーバーをイン
ストールするディレクトリを選択します。

• PEMサーバーを既存のサーバーにインストーラする場合は、Show advanced optionsの横にある
チェックボックスをオンにして、インストールプロセスに Advanced optionsダイアログを含める
ようインストーラーに指示します。

Nextをクリックして続行します。

Advanced optionsダイアログのラジオボタンを使用して、インストールタイプを指定します。選択して
ください：

38 第 5章 Installing the PEM Server on Windows

http://www.postgresql.org/docs/current/static/app-pg-ctl.html


PEM Installation Guide on Windows,リリース 8.2.0

図 31: PEM server Wizard - Welcome dialog

図 32: PEM Server Wizard - License Agreement dialog
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図 33: PEM Server Wizard - Installation Directory dialog

図 34: PEM Server Wizard - Advanced Options dialog
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• Web Services and Database（Postgresサーバーと PEM-HTTPDサーバーの両方が現在のホストに
存在する場合）。このオプションは、既存の Postgresサーバーを使用して PEMサーバーをホストす
る場合、または PEMサーバーインストーラを使用して PEMサーバーが常駐する Postgresサーバー
をインストールする場合に有効です。

– Web Services and Databaseを選択した場合、PEMサーバーインストーラは現在のホストで
PEM-HTTPDインストールを確認し、必要に応じて PEM-HTTPDをアップグレードまたはイン
ストールします。

• Web Services（PEM-HTTPDサーバーのみが現在のホストに存在する場合）。このオプションの呼
び出しの詳細については、Installing Web Servicesセクションを参照してください。

• 現在のホストに PEMサーバーのみをインストールする（および pemバックエンドデータベースを作
成する）場合は、Database。このオプションは、既存の Postgresサーバーを使用して PEMサーバー
をホストする場合、または PEMサーバーインストーラを使用して PEMが常駐する PostgreSQLサー
バーをインストールする場合に有効です。

インストールオプションを選択したら、Nextをクリックして続行します。

図 35: PEM Server Wizard - Database Server Selection dialog

Database Server Selectionダイアログのドロップダウンリストボックスを使用して、PEMサーバーの
バックエンドデータベースを選択します。

Postgresワンクリックインストーラまたは Advanced Serverインストーラを使用してインストールされた現
在のホスト上の Postgresサーバーの名前を選択します。- PostgreSQL x (Packaged)オプションを選択し
て、PEMサーバーインストーラにパッケージされている PostgreSQLサーバーをインストールして使用す
るようインストールウィザードに指示します。xは PostgreSQLデータベースサーバのバージョンです。 -
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Other Database Serverを選択して、EnterpriseDBインストーラ以外のソースから（つまり rpmから、ま
たはソースからビルドされた）Postgresデータベースを使用するよう PEMサーバーインストーラに指示し
ます。

!!! Note *選択したデータベースサーバには、sslutils contribモジュールのインストールと登録済みサー
ビス（Windows）が含まれている必要があります。

Postgresサーバーの準備については、this sectionを参照してください。

Advanced optionsダイアログで Web Services and Databaseを選択した場合、インストールウィザー
ドは現在のホストで既存の PEM-HTTPDインストールを確認し、必要に応じてサービスをアップグレード
またはインストールします。

Advanced optionsダイアログで Databaseを選択した場合、Database Server Installation Details

ダイアログが開きます。

図 36: PEM Server Wizard - Database Server Installation Details dialog

Database Server Installation Detailsダイアログのフィールドを使用して、PEMサーバーをホスト
する Postgresサーバーへの接続を記述します。

• Userフィールドにデータベーススーパーユーザの名前を入力します。

• Passwordフィールドにスーパーユーザに関連付けられたパスワードを入力します。

Nextをクリックして続行します。

PEM Agentサービスを実行する管理者パスワード。

Nextをクリックして続行します。
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図 37: PEM Server Wizard - Network Details dialogsx

Network Detailsダイアログを使用して、PEMエージェントがサーバーに接続するCIDRスタイルのネット
ワークアドレス（client-sideアドレス）を指定します。指定されたアドレスは、サーバーの pg_hba.conf

file.に追加されます

必要に応じて、PostgreSQLサーバーの pg_hba.confファイルにエントリを手動で追加し、初期エントリー
をテンプレートとして使用して、追加のネットワークアドレスを指定できます。

Network addressを追加したら、Nextをクリックして Agent Detailsダイアログに進みます。

PEM サーバーインストーラは、サーバーが存在するホストに PEM エージェントをインストールして、
サーバーをモニタ、アラート処理およびガベージコレクションサービスを提供します。証明書は、Agent

certificateパスフィールドで指定された場所にもインストールされます。

PEMエージェントの代替説明または代替エージェント証明書パスを入力するか、デフォルトを受け入れる
ことができます。[Next]をクリックして、Ready to Installダイアログに進みます。

これで、ウィザードで PEMサーバーをインストールする準備ができました。Backをクリックして以前に
選択したオプションを変更するか、Nextをクリックしてインストールを続行します。

インストールプロセス中に、インストーラはファイルをシステムにコピーし、PEMサーバーのバックエン
ドデータベースをセットアップします。pemデータベースが作成および構成されたことを確認するポップ
アップダイアログが開きます。

OKをクリックして、pemデータベースが作成されたことを確認し、Completed…ダイアログに進みます。

別のホストにある PEM-HTTPDサービスを使用している場合は、次を実行する必要があります。
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図 38: PEM Server Wizard - Ready to Install dialog

図 39: PEM Server Wizard - Installation in progress
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図 40: PEM Server Wizard - pem database created

図 41: PEM server Wizard - Finish Installation
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• 変更は、Postgresのサーバホスト上の pg_hba.confファイルは、ホスト間の接続を可能にします。

• PEM-HTTPDサーバーのホストで PEMサーバーインストーラを起動します。PEM-HTTPDのインス
トールの詳細については、Installing Web Servicesセクションを参照してください。

5.4 コマンドラインからサーバーインストーラーを呼び出す
PEMサーバーおよび PEMエージェントインストーラーのコマンドラインオプションは、リソースまたは
システム構成が制限されているためにグラフィカルインストールが機能しない場合に機能を提供します。
次のことができます。

• インストーラを呼び出して、追加のユーザ入力なしでインストールを実行する場合は、--mode

unattendedオプションを含めます。

すべてのコマンドラインオプションがすべてのプラットフォームに適しているわけではありません。イン
ストーラを起動時にコマンドラインオプションの完全なリファレンスについては、--helpオプションが含
まれています。

5.4.1 無人モードで PEMサーバーインストーラーを呼び出す

インストーラを起動するときにコマンドラインでインストール設定を指定することにより、PEMサーバー
の無人インストールを実行できます。PEMサーバーをインストールするシステムはインターネットにアク
セスできる必要があることにノートしてください。

PEMサーバーをインストールするには管理者権限が必要です。PEMサーバーインストーラを呼び出す前
に、次の依存関係をインストールする必要があります。

PostgreSQL - pem-httpd -言語パック

PEMサーバーインストーラを使用して、PEMサーバーの依存関係を満たすことができます。次のコマン
ドを使用して、依存関係を抽出します。インストーラの場所に移動し、次のコマンドを使用して依存関係
を抽出します。

pem-server-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --extract-dependents C:\

この例では、ファイルは C:\ディレクトリに抽出されます。ファイルを抽出した後、各プログラムをイ
ンストールする必要があります。ファイルが含まれるディレクトリ（この例では C:\)に移動し、次のよう
に入力します：

edb-languagepack-<version>-windows-x64.exe --mode unattended

pem-httpd-<version>-windows-x64.exe --mode unattended

postgresql-<version>-windows-x64.exe --mode unattended

次に、PEMサーバーインストーラを起動できます。
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pem-server-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --mode unattended

--existing-user <registered_edb_user> --existing-password

<edb_user_password> --pgport <port> --pguser postgres

--agent_description pem-agent --systempassword <windows_password>

--agent-crt-path C:\edb``

どこで：

• registered_edb_userは、登録済みのEnterpriseDBユーザの名前を指定します。登録するには、EDB
websiteにアクセスしてください

• edb_user_passwordは、EDBユーザアカウントに関連付けられたパスワードを指定します。

• port は、バッキング PostgreSQL データベースが使用するポートを指定します。デフォルトでは、
PostgreSQLデータベースはポート 5432を使用します。

• cidr_address_rangeは、サーバーによって監視されるエージェントからの接続を許可するために、
PEMサーバーのバッキングデータベースの pg_hba.confファイルに追加されるアドレスレンジを指
定します。ネットワークレンジ（例、192.168.2.0 / 24）を指定して、同じネットワーク上にあるエー
ジェントへのサーバーアクセスを提供できます。

• windows_passwordは、Windows管理者のアカウントに関連付けられたパスワードを指定します。

!!! Note * が無人モードで呼び出されると、PostgreSQL インストーラは postgres というパスワードで
postgres名前付けのユーザを作成します。
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PEMエージェントインストーラを起動するには、Administrative特権を想定し、インストーラを含むディ
レクトリに移動します。次に、次のコマンドを使用してインストーラを起動します。

pem_agent-7.<x>.<x>-<x>-platform.exe

Setup…ページが開き、PEMエージェントインストーラます。

図 1: PEM Agent Wizard - Welcome dialog

Nextをクリックして、License Agreementに進みます。

適切なラジオボタンをハイライトて契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。
Nextをクリックして、Installation Directoryダイアログに進みます。

デフォルトでは、PEMエージェントは C:\Program Files (x86)\edb\pemディレクトリにインストール
されデフォルトのインストレーションディレクトリを受け入れるか、Installation Directoryフィール
ドの内容を変更して、PEMエージェントの代替インストレーションディレクトリを指定できます。

デフォルトでは、PEMエージェントインストーラは管理者の%APPDATA%\pemディレクトリに証明書を配
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図 2: PEM Agent Wizard - License Agreement dialog
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図 3: PEM Agent Wizard - Installation Directory dialog
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置します。Show advanced optionsボックスをチェックして、証明書ファイルの代替パスを指定できる
ダイアログを PEMエージェントインストーラに含めることを示します。

PEMサーバに新しくインストールされたPEMエージェントを登録するには、インストーラに指示しRegister

now?の横にあるボックスをチェックします。

[Next]をクリックして、PEM Server Installation Detailsダイアログに進みます。

図 4: PEM Agent Wizard - PEM Server Installation details dialog

PEM server installation detailsダイアログで PEMサーバーの接続の詳細を入力します。

• PEMデータベースサーバが存在するシステムの名前または IPアドレスを Hostフィールドに指定し
ます。ノート：PEM-HTTPDウェブサーバと PEMデータベースが異なるシステムでホストされてい
る場合、* PEMデータベースのホスト*を指定する必要があります。

• User Nameフィールドにデータベーススーパーユーザの名前を指定します。

• Passwordフィールドでデータベーススーパーユーザに関連付けられたパスワードを指定します。

• PostgreSQLは Portフィールドにモニタリングされているポートを指定します。

Nextをクリックして、pemAgent Service Accountに進みます。インストーラはサーバーに接続して、詳
細が正しいことを確認しようとします。

!!! Note * PEMサーバーは、PEMエージェントインストーラからの接続を許可する必要があります。接続
エラーが発生した場合は、PEM Server Installation Detailsダイアログで指定された接続プロパティ
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が正しいことを確認し、（PEMサーバー上の）pg_hba.confファイルがエラーメッセージで説明されてい
るサーバーへの接続を許可することを確認します。

図 5: PEM Agent Wizard - pemAgent Service Account password dialog

pemAgentサービスを実行する edbアカウントのパスワードを提供します。エージェント証明書とキーファ
イルは C:\Users\edb\AppData\Roaming\pemディレクトリに作成されます。Nextをクリックして、Agent
Detailsダイアログに進みます。

PEM Webインタフェースの Browserパネルに表示されるツリーコントロールには、PEMエージェントを
識別するために Descriptionフィールドに入力された値が表示されます。エージェントがインストールさ
れているマシンのホスト名など、エージェントの説明的な名前、またはホストの機能を反映する名前を指
定します。

わかりやすい名前を指定するか、PEMエージェントホストが提供するデフォルトを受け入れて、Nextを
クリックして続行します。

Show advanced optionsチェックボックスをオンにした場合、Advanced optionsダイアログが開きます。

デフォルトでは、PEMエージェントインストーラは証明書を C:\Program Files (x86)\edb\pemディレ
クトリます。証明書の代替パスを指定するか、デフォルトを受け入れて、Nextをクリックします。

ウィザードで PEMエージェントをインストールする準備ができました。Backをクリックしてインストレー
ションディレクトリを修正するか、Nextをクリックして続行します。

Ready to Installダイアログで Nextをクリックして、ファイルをシステムにコピーし、PEMサーバー
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図 6: PEM Agent Wizard - Naming PEM Agent dialog
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図 7: PEM Agent Wizard - Advanced Options - Certificate Path dialog

にエージェントを登録するようインストーラに指示します。

PEM Agentインストーラが表示され PEMエージェントのインストールの進行状況をマークするためにバー
を進行します。

インストールが完了すると、PEMエージェントが実行され、オペレーティングシステムとホストデータが
PEMサーバーに報告されます。PEMエージェントのホストで Postgresインスタンスの監視をスタートモ
ニタリングには、PEMのエンタープライズディレクトリに追加し、エージェントにバインドする必要があ
ります。

6.1 コマンドラインからのエージェントインストーラーの呼び出し
PEMエージェントインストーラーのコマンドラインオプションは、リソースまたはシステム構成が制限さ
れているためにグラフィカルインストールが機能しない場合に機能を提供します。次のことができます。

• インストーラを呼び出して、追加のユーザ入力なしでインストールを実行する場合は、--mode

unattendedオプションを含めます。

すべてのコマンドラインオプションがすべてのプラットフォームに適しているわけではありません。イン
ストーラを起動時にコマンドラインオプションの完全なリファレンスについては、--helpオプションが含
まれています。
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図 8: PEM Agent Wizard - Ready to install
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図 9: PEM Agent Wizard - Installation in progress
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図 10: PEM Agent Wizard - Finish Installation dialog

6.1.1 無人モードでの PEMエージェントインストーラーの呼び出し

インストーラを起動するときにコマンドラインでインストール設定を指定することにより、PEMサーバー
の無人インストールを実行できます。PEMサーバーをインストールするシステムはインターネットにアク
セスできる必要があることにノートしてください。

無人モードで PEMエージェントインストーラを呼び出す前に、次のことを行う必要があります。

• PEMサーバーをインストールします。PEMサーバーの pg_hba.confファイルは、PEMエージェン
トのホストからの接続を許可する必要があります。

• 監視対象の Postgresデータベースで SSLが有効になっており、接続を受け入れていることを確認し
ます。

PEMエージェントをインストールするには管理者権限が必要です。次のコマンドを使用して、無人モード
で PEMエージェントインストーラを起動します。

pem-agent-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --mode unattended

--pghost <pem_server_host_address> --pgport <pem_server_port>

--pguser postgres --pgpassword <pguser_password>

--agent_description <agent_name>

どこで：

• pem_server_host_addressは、PEMサーバーのホストの IPアドレスを指定します。
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• pem_server_portは、バッキング PEMデータベースが使用するポートを指定します。デフォルト
では、データベースはポート 5432を使用します。

• pguser_passwordは、PEMデータベーススーパーユーザに関連付けられたパスワードを指定します。

• agent_nameは、PEMエージェントの説明的な名前を指定します。

EnterpriseDB is the leading provider of value-added products and services for the␣

↪→Postgres community. Please visit our website at www.enterprisedb.com.

!!! Note * PEM 7.11以降のバージョンがインストールされているWindowsエージェントによって実行され
るシェル/バッチスクリプトを構成する場合、agent.cfgファイルで AllowBatchJobStepsパラメータを
Trueに設定する必要があります。PEMエージェントは、デフォルトではバッチ/シェルスクリプトを実行
ません。
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第7章 The PEM Web Interface

PEMサーバーとエージェントをインストールした後、 PostgreSQLまたは Advanced Serverインスタンス
の監視と管理をスタートモニタリングように PEMを構成できます。PEMサーバーインストーラは、PEM
Webインタフェースをインストールします。インタフェースを使用して、監視対象サーバーに存在するオ
ブジェクト統計情報を確認したり、PEMサーバーによって収集された統計情報を確認したりできます。

PEMをインストールして構成したら、サポートされているブラウザーを使用して PEM Webインタフェー
スにアクセスできます。ブラウザを開き、次の場所に移動します。

https://<ip_address_of_PEM_host>:8443/pem

ip_address_of_PEM_hostは、PEMサーバーのホストの IPアドレスを指定します。Postgres Enterprise

Manager Web Loginウィンドウが開きます。

図 1: The PEM Web Login page

Postgres Enterprise Manager Loginウィンドウのフィールドを使用して、PEMサーバーで自分自身を
認証します。

• Usernameフィールドに pemデータベースユーザの名前を入力します。最初に接続するユーザ、これ
は PEMサーバーのインストール時に指定された名前になります。

• Passwordフィールドにユーザに関連付けられたパスワード。
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Loginボタンをクリックして、PEMサーバーに接続します。

図 2: The Global Overview Dashboard

PEM Webインタフェースをモニタてデータベースサーバを管理または監視する前に、サーバーを PEMサー
バーに登録する必要があります。サーバーを登録するとき、サーバーへの接続を記述し、接続の認証情報
を提供し、管理設定を指定します（オプションでエージェントをバインドします）。

サーバーは管理されている場合と管理されていない場合があります。

• managedサーバーは PEMエージェントにバインドされています。PEMエージェントは、バインド
先のサーバーをモニタ、タスクを実行したり、PEMダッシュボードに表示する統計をレポートしま
す。管理対象サーバーは、パッケージ管理やカスタムアラートなどの拡張 PEM機能にアクセスでき
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ます。サーバーを登録するときに、必要に応じて PEMによって管理対象サーバーを再起動すること
もできます。

• unmanagedサーバーは PEMエージェントにバインドされていません。非管理対象サーバーでデータ
ベースオブジェクトを作成できますが、拡張 PEM機能（パッケージ管理やカスタムアラートなど）
は非管理対象サーバーではサポートされていません。

また、登録するサーバーの pg_hba.confファイルが PEM Webインタフェースのホストからの接続を許可
していることを保証する必要があります。

PEM Webインタフェースに関するオンラインヘルプ情報にアクセスするには、メニューバーから Helpを
選択します。追加情報は、EDB websiteから.pdfおよび.htmlフォーマットで入手できます。

• PEM Administrator's Guideには、サーバー、エージェント、およびユーザーの登録と管理に関す
る情報が含まれています。

• PEM Enterprise Features Guideには、Webインタフェースのパートであるツールとウィザード
の使用に関する情報が含まれています。

• PEM Agent User Guideには、PEMエージェントの管理に関する役立つ情報が含まれています。

• PEM Upgrade and Migration Guideには、PEMを以前のバージョンから最新バージョンにアップ
グレード処理ための情報が含まれています。

• PEM PgBouncer Configuration Guideには、PEMインストールでの PgBouncerの使用に関する情
報が含まれています。
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第8章 Uninstalling Postgres Enterprise Manager
Components

ホストから PEMサーバーをアンインストールすると、同じホストにインストールされている PEMエー
ジェントがアンインストールされます。ただし、PEMエージェントをアンインストールする場合、同じホ
ストにインストールされている PEMサーバーはアンインストールされません。

Windows Add/Remove Programsアプリケーションを使用して、Windowsホストから PEMコンポーネントを
削除できます。Windows Control Panelから Add/Remove Programsオプションを選択します。control

panelが開いたら、プログラムリストで PEMコンポーネントの名前を見つけます。Removeボタンをクリッ
クして、コンポーネントを削除します。

次の場所にあるアンインストーラーを呼び出すこともできます。

PEMサーバーの場合、C:\Program Files\edb\pem\server\uninstall-pemserver

PEMエージェントの場合、C:\Program Files\edb\pem\agent\uninstall-pemagent
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